
 

 

 

 

 

 

  DV・性暴力被害者地域サポーター養成講座では、性暴力・性虐待に関する３つの講座を公開で実施します。  

                               みなさんのご参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、定員を減らし 

三密を避けるなどの対策をとって実施します。  
なお、状況により内容、日程を変更することがあります。   

◎会 場／男女平等推進センター210・211 研修室 
●対 象／どなたでも 定員各 25 人（養成講座受講者を除く） 

先着順  
●受講料／無料  

一時保育（生後 6 か月～就学前まで）、手話通訳、
要約筆記は開催日の 7 日前までに要予約 

●申し込み＆問合せ先／男女平等推進センター 
〒830-0037 
久留米市諏訪野町 1830-6 えーるピア久留米内 
TEL 0942-30-7800／FAX 0942-30-7811 
Email danjo-c@city.kurume.fukuoka.jp  

 
danjo-c@city .kurume.fukuoka. jp 

 

主催：久留米市／ 受託・実施 Ｓ・ぱ～ぷるリボン 

●「子どもを性虐待・性被害から守る 

～私たち大人がすべきこと～」 

7 月 4 日（日） 10 時～12 時 

●講師/ 小笠原和美さん 

1994 年に警察庁に入庁。福島県警警務部長、警視庁広

報課長、北海道警察函館方面本部長などを経て、現在は

慶應義塾大学教授（警察庁長官官房付）。社会安全政策や

ジェンダー論について教えている。 

10 年程前から性暴力対策にも取り組む中で、「性被害を

なくすためには、子どもたちを加害者にも被害者にもさ

せないための教育が必要」と実感。以来、各地で学校や 

大学等で授業を行ったり、性暴力支援スキームを立ち上

げたり、「子どもを性被害から守る協議会」を発足させる

など、地元のさまざまな立場の人や組織と連携して、地

域の力で子どもたちを守ることにとりくむ。 

<絵本>「おしえて！くもくん」を監修 

 

イラスト：#michicoist 

●「性暴力がもたらすトラウマの影響」 

7 月 4 日（日）13 時 45 分～15 時 45 分 

●講師/ 中島幸子さん 

NPO 法人レジリエンス代表、米国法学博士、大学非常

勤講師。 

DV 被害にあった経験がきっかけとなり勉強を始め、

2003 年に女性のための「こころの care 講座」をス

タートさせ、「レジリエンス」を結成。同年、米国ソー

シャルワーク修士号取得。全国各地で毎年多数の講演

を行う。 

主な著書に、「性暴力：その後を生きる」（レジリエン

ス、2011）、「マイ・レジリエンス：トラウマととも

に生きる」（梨の木舎、2013）や共著に「傷ついたあ

なたへ＜１＞、＜２＞」（梨の木舎、2005、2010）、

共訳に「DV・虐待加害者の実体を知る」（L.バンクロ

フト著、明石書店）など。 

●「DV・性暴力をめぐる法的対応」 

7 月 11 日（日） 10 時～12 時 

●講師/ 原田直子さん   

1989 年に女性協同法律事務所を設立し、2013 年所長に就任。 

2004 年度～2014 年度九州大学ロースクール非常勤講師（科目：ジェ

ンダーと法）を務め、2016 年度福岡県弁護士会会長、2019 年度日本

弁護士連合会副会長に就任。 

主な分野は、女性の生き方に関わる問題。日本初のセクシュアル・ハラ

スメント訴訟をはじめ、さまざまなハラスメント被害、性的暴行被害、

DV が絡む離婚を中心とした家族の問題や、職業病である様々なじん肺

に関する訴訟など、数々の案件に携わってきた。 

 


